
事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

配当金受領株主 3月31日
確 定 日 なお、中間配当を実施する場合の株主確定日は、

9月30日といたします。

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株主確定基準日 3月31日
そのほか必要があるときには、あらかじめ公告いたします。

単 元 株 式 数 100株

公 告 の 方 法 .電子公告により行います。
.ただし事故その他やむを得ない事由により電子公告によることが
できないときは、日本経済新聞に掲載します。
公告掲載のホームページアドレス
http://www.weds.co.jp

株 主 名 簿 管 理
　株主名簿管理人 東京都港区芝三丁目33番1号　〒105-8574

中央三井信託銀行株式会社

　同事務取扱所 東京都杉並区和泉二丁目8番4号　〒168-0063
お 問 合 せ 先
郵便物送付先

中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
（証券代行事務センター）
電話03（3323）7111（大代表）

同 取 次 所 中央三井信託銀行株式会社　全国各支店
日本証券代行株式会社　本店・全国各支店

株主メモ

（ ）

株式関係のお手続き用紙のご請求は、下記の中央三井信託銀行の電話および
インターネットでも24時間承っております。
電話　　  0120-87-2031（24時間受付：自動音声案内）
ホームページアドレス    http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html

CO.,LTD.
株式会社ウェッズ
〒143-0016..
東京都大田区大森北1-6-8　KDX大森ビル6階
TEL.03-5753-8201
URL..http://www.weds.co.jp

この冊子はエコマーク認定の
再生紙を使用しています。

環境に配慮した「大豆油インキ」
を使用しています。

平成19年4月1日から平成20年3月31日まで第43期 報 告 書43rd
株式会社ウェッズ

証券コードNo.7551証券コードNo.7551
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ウェッズの永遠のテーマ、
それはCHALLENGEです。
私達は人と車の未来に向けて、
常に新しく価値ある商品を創造し社会に貢献します。

CONTENTS
株主の皆様へ
　（第43期の営業概況について）....... 2
決算ハイライト（連結）...................... 3
第44期連結業績見通しと
　会社の対処すべき課題................... 4
連結財務諸表...................................... 5
TOPICS............................................... 7
NEW PRODUCTS............................. 9
会社の概要・株式情報.....................10

●株主の皆様へ（第43期の営業概況について）

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は当社の事業運営に格別のご支援・ご高配を賜り厚くお礼申
し上げます。
さて第43期（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで）の
当社グループの業績につきまして、その概要をご報告申し上げます。
当連結会計年度におけるわが国経済は、サブプライムローンに端
を発した米国金融問題や世界的な為替・株価の変動及び原材料価格
の高騰等の波乱要因によって景気は急激に先行き懸念される状況と
なってきました。
当社グループと密接な関係にある自動車業界では、国内新車販売
台数が前年比約７％減少し530万台に落ち込み、アフターマーケット
における自動車用品の需要も低調に推移しました。
このような環境において、当社グループは積極的な営業活動と利
益体質強化に努めた結果、当連結会計年度は、売上高は23,457百万
円（前期比0.1％減）、営業利益は475百万円（前期比0.2％増）、経常
利益は526百万円（前期比2.3％増）、当期純利益は300百万円（前期
比3.9％減）とほぼ前期並みの業績を確保することができました。
なお今期は当社が現ジャスダック証券取引所に株式を公開して10
年目を迎えることから、１株当りの期末配当金は普通配当６円に記
念配当の３円を加えて計９円、年間配当金は中間期の６円を含めて
15円とさせていただくこととなりました。
株主の皆様には、なお一層のご支援とご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。

　平成20年 6月

代表取締役社長 川口　修 
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●第44期連結業績見通しと会社の対処すべき課題●決算ハイライト（連結）

売上高 経常利益

総資産 自己資本比率 自己資本当期純利益率

当期純利益 会社の対処すべき課題

　当社グループは、自動車用品アフターマーケットの成
熟化や競争激化等に対応すべく、体制強化に取り組んで
いますが、当社並びに関係子会社が対処すべき課題は、
下記の通りです。

項　　　　 目 第40期（平成16年度） 第41期（平成17年度） 第42期（平成18年度） 第43期（平成19年度）
売上高 （百万円） 21,890 24,398 23,476 23,457 
営業利益 （百万円） 171 358 474 475 
経常利益 （百万円） 229 358 515 526 
当期純利益 （百万円） 104 243 312 300 
総資産 （百万円） 11,977 12,874 13,123 12,265 
純資産 （百万円） 5,916 6,212 6,655 6,510 
自己資本比率 （ ％ ） 49.4 48.3 50.7 53.1 
自己資本当期純利益率 （ ％ ） 1.8 4.0 4.7 4.6 
１株当たり当期純利益 （ 円 ） 17 47 70 67 
１株当たり純資産 （ 円 ） 1,325 1,390 1,497 1,464 
１株当たり配当 （ 円 ） 12 10 12 15 
配当性向（連結） （ ％ ） 68.5 20.9 17.1 22.2 

第44期の連結業績見通し

　次期連結会計年度のわが国経済は、米国景気の減速や
原油・資材価格の高騰等世界規模の景気不安定要因によ
り企業業績や消費への影響が懸念されております。この
ため経営環境は更に厳しくなると見込んでおりますが、
当社グループは自動車関連卸売事業における高中級商品
の販売強化と冬用商品依存度の引下げ、自動車関連小売
事業の収益改善、福祉事業の拡大等を推進して環境変化
に対応して参る所存であり、通期の連結業績見通しは、
以下の通りです。

売 上 高 24,000百万円（前期比2.3％増）
営 業 利 益 500百万円（前期比5.2％増）
経 常 利 益 550百万円（前期比4.4％増）
当期純利益 320百万円（前期比6.6％増）

＊�上記の業績見通しは現時点で入手可能な情報に基づいて当
社経営者が判断したものであります。実際の業績は様々な
要因の変化により上記と大きく異なる結果になり得ること
をご承知おき下さい。

（注）１.第40期の１株当たり配当12円には、創立40周年記念配当２円を含んでいます。
	 ２.第43期の１株当たり配当15円には、株式公開10年目の記念配当３円を含んでいます。
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1．�自動車関連卸売事業における高中級アルミ
ホイール商品開発力の強化

2．�自動車関連卸売事業における営業力強化及び
システム構築

3．�自動車関連卸売事業における商品管理の強化

4．�自動車関連卸売事業における高級品３ピース
製造販売の拡充

5．�自動車関連小売事業の収益性改善と規模拡大

6．�福祉事業の拡充

7．�輸出売上高の確保
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●連結財務諸表

連結貸借対照表（単位：百万円） 連結損益計算書（単位：百万円）

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

科　目 当期 前期

（資産の部）

流動資産 7,236 8,185

　現金及び預金 489 747

　受取手形及び売掛金 3,729 3,653

　たな卸資産 2,637 2,734

　繰延税金資産 132 44

　その他 255 1,020

　貸倒引当金 △8 △15

固定資産 5,026 4,933

有形固定資産 3,340 2,967

　建物及び構築物 1,747 1,645

　土地 1,431 1,099

　建設仮勘定 ― 60

　その他 162 161

無形固定資産 372 395

投資その他の資産 1,313 1,570

　投資有価証券 726 860

　繰延税金資産 29 21

　その他 596 721

　貸倒引当金 △39 △32

繰延資産 2 4

資産合計 12,265 13,123

科　目 当期 前期

（負債の部）

流動負債 3,184 3,889
　買掛金 1,247 1,038

　短期借入金 1,129 1,886

　未払法人税等 194 261

　賞与引当金 137 139

　役員賞与引当金 31 29

　その他 443 534

固定負債 2,571 2,578
　社債 700 700

　長期借入金 1,447 1,350

　繰延税金負債 95 212

　退職給付引当金 47 35

　役員退職慰労引当金 131 116

　その他 149 163
負債合計 5,755 6,468

（純資産の部）

株主資本 6,456 6,214
　資本金 852 852

　資本剰余金 802 802

　利益剰余金 4,802 4,559

　自己株式 △0 △0

評価・換算差額等 53 440
　その他有価証券評価差額金 56 179
　繰延ヘッジ損益 △3 261

純資産合計 6,510 6,655
負債・純資産合計 12,265 13,123

科　目 当期 前期

売上高 23,457 23,476
売上原価 18,691 18,874
売上総利益 4,765 4,602
販売費及び一般管理費 4,289 4,128
営業利益 475 474
営業外収益 182 113
営業外費用 131 73
経常利益 526 515
特別利益 ― 91
特別損失 ― 31
税金等調整前当期純利益 526 575
法人税、住民税及び事業税 226 300
法人税等調整額 0 △.37
当期純利益 300 312

科　目 当期 前期

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー 1,186 △782

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー △726 △441

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー △717 428

Ⅳ現金及び現金同等物の増減額 △257 △795

Ⅴ現金及び現金同等物の期首残高 747 1,543

Ⅵ現金及び現金同等物の期末残高 489 747

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

連結株主資本等変動計算書（単位：百万円）
当連結会計年度

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計 資本金 資本

剰余金
利益
剰余金 自己株式 株主資本

合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

前期末　残高 852 802 4,559 △0 6,214 179 261 440 6,655

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △57 △57 △57

当期純利益 300 300 300

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の
変動額（純額）

△122 △265 △387 △387

連結会計年度中の変動額合計 242 242 △122 △265 △387 △144

当期末　残高 852 802 4,802 △0 6,456 56 △ 3 53 6,510

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。
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●TOPICS

　日本国内や海外の主要サーキットで開催される
“SUPER GT RACE” に“WedsSport Racing Team 
with BANDOH”は今年も参戦します。
　ドライバーには、昨年までGT500クラスに参戦し、
1997年チームにシリーズチャンピオンをもたらした
「織戸 学」選手と、全日本カート競技選手権に15歳で
デビューし様々なカテゴリーで優勝を収めた期待の新
人「阿部 翼」選手が勤めます。また第3戦からは新型
車レクサスIS350を投入し、磐石の体制でシリーズチ
ャンピオン獲得を目指します。皆さんの応援を宜しく
お願いします。

　当社は本年４月１日にWeds North America, INC. を米国カリフォルニア州に設立しました。
　これは国内市場が頭打ちにあり、北米にも販売拠点をおいて、アジア向け等を含めた輸出売上高を確保していく
ためです。

2008 SUPER GTに参戦決定！！

北米に販売子会社設立！

　毎年恒例となりました販売店及びユーザーを対象にした販売促進企画
“ウェッズスプリングキャンペーン2008”を本年２月より展開しており、
好調な売れ行きとなっております。
　今年はキャンペーンガールとしてテレビ番組「クイズヘキサゴン」等
で活躍中の「木下優樹菜」さんを起用しましたので、カタログや店頭の
等身大パネルをご注目下さい。

“ウェッズスプリングキャンペーン2008”今年も好調！！

　世界的に深刻な問題となっている地球温暖化。ウェ
ッズではこの環境問題を深刻に受止め、京都議定書の
日本の目標である温室効果ガス排出量6％削減の実現
を掲げる“チームマイナス6％”のプロジェクトに加
盟しています。
　クールビズをはじめ、社用車の停車や駐車時のアイ
ドリングストップなどに社を上げて取り組むとともに
大学自動車部“全日本学生自動車連盟”と連携しエコ
ドライブの普及による温暖化防止を呼びかける「全日
本学生対抗 チーム・マイナス６％ エコドライビング
コンテスト」に積極的支援を行いエコドライブの普
及・啓発を推進しています。

みんなで止めよう温暖化プロジェクト“チームマイナス6％”にウェッズも加盟！
「全日本学生対抗チームマイナス6％エコドライビングコンテスト」を応援しています
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※�取締役加藤寛夫氏は、会社法第2条第15号に定める資格要件を
満たす社外取締役であります。
※�監査役嶺木邦彦氏及び小林和夫氏は、会社法第2条第16号に定
める社外監査役であります。

●会社の概要・株式情報（平成20年3月31日現在）

 会社概要
商　　　号	 株式会社ウェッズ
	 WEDS CO.,LTD.

本　　　社	 東京都大田区大森北1-6-8
	 KDX大森ビル6階

設　　　立	 昭和40年10月12日

資　本　金	 8億5,275万円

従 業 員 数	 135名

業 務 内 容	 自動車用アルミホイール・スチール

ホイールを中心とした自動車部品・

用品の販売

 役　員（平成20年6月26日総会後新役員）

■株価推移
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（千株）

　　… 株価　　　… 出来高

取締役社長
（代表取締役） 川　口　　　修
常務取締役 谷 越 時 義

取　締　役 加 藤 寛 夫

取　締　役 大 村 正 夫

取　締　役 畑　井　勇喜雄

取　締　役 山 口 義 弘

取　締　役 伊　澤　　　秀

常勤監査役 川 崎 史 博

監　査　役 嶺 木 邦 彦

監　査　役 小 林 和 夫

 株式情報
■.発行可能株式総数. …………………………… 17,780,000株

■.発行済株式の総数. ……………………………… 4,445,000株

■.単元株式数. ……………………………………………… 100株

■.株主数. …………………………………………………… 597名

■.大株主

株主名 当社への出資状況

持株数（株） 出資比率（％）

中 央 精 機 株 式 会 社 1,621,800 36.49
ソシエテ　ジェネラル　エヌアールエイ
エ ヌ オ ー デ イ テ イ テ イ 416,000 9.36

石 原 勝 成 242,759 5.46

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 222,000 4.99

碧 海 信 用 金 庫 130,000 2.92

民享工業股份有限公司 109,700 2.47

ウェッズ従業員持株会 105,710 2.38

株式会社三井住友銀行 91,000 2.05

六和機械股份有限公司 64,000 1.44

星 野 　 肇 59,100 1.33

当社は自動車関連用品のアフターマーケットにおいて、
アルミホイールを主軸とした卸売業を営んでおりますが、
低迷する業界をダントツで勝ち抜くために市場ニーズを素
早くキャッチし、商品へ反映できるように日々努めていま
す。また近年は品質向上とその保証体制にも力を入れてお
ります。
さて今年も当社の飛躍を目指して新商品を投入しました

のでご案内いたします。当社トップブランド「クレンツェ」
においては「グロッサ」を発表いたしました。独創的な形
状のスポークが力強く映えるデザインです。また昨年発表
し、大ヒットを続ける「ヴィシュヌ」の２ピースモデルが
「ヴィシュヌ550エボ」です。更に足長感を増した迫力の
あるデザインをSBCポリッシュがプレミアム感を演出し
ています。軽自動車やコンパクトカーに向けた16･17inch
１ピースモデルも同時リリースです。また、「バズレイア
689エボ」も同車種用を追加設定いたしました。昨今ブレ
ーキキャリパーをカスタマイズし性能と外観を追及するユ
ーザーが増えています。そんなトップエンドユーザーに「ク
レンツェ・ブレーキシステム」を発売いたしました。ブラ
ックアルマイトのキャリパーにkranzeの文字が引き立ちま
す。もう一つの高級品ブランド「ヴィレンズ」では10本
ツインスポークデザインの「XXR」を発表しました。タ
ーゲットを輸入車・スポーツカーユーザーとし、ブランド
構築を目指しております。
中級品ブランドでは「ZEA」シリーズより「SS」「V5」

が同時リリースいたしました。大口径１Ｐが市場において
勢いよく成熟しており、ブランド確立へ向けて斬新的なデ
ザインの２商品を追加しました。「レオニス」ブランドで
は「KH」を投入。幅広いサイズ設定や対応車種はそのま
まに、ミラーカットの切削技法が高付加価値を持たせてい
ます。「WedsSport」ブランドではAMF(Advanced Metal 
Forming)の技術を投入し、軽量化させた新商品「SA97F」
を発表いたしました。昨年からスタートした新ブランド「ラ
イツレー」では「SP-6」「VP-D」を発表。流行のブラッ
クポリッシュを採用し、かつリーズナブルな価格設定で幅
広いユーザーをターゲットとします。

クレンツェ・ヴィシュヌ550EVO ヴィレンズ・XXR

レオニス・KHZEA style SS

ＷedsSport SA97F ライツレーSP-6

本年も卓越したデザインセンスを吹き込んだ新商品が高い品質と技術を纏って
リリース！市場を勝ち抜く商品群が勢揃い！

クレンツェ・グロッサ

N E W  P R O D U C T S

クレンツェ・バズレイア689EVO 17inch

ZEA style V5

ライツレーVP-D
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